第353回Zoological Conference
（第917回 生物科学セミナー）
日時：　9月14日（水）　16:30-17:30
演者：　和田 洋 博士
筑波大学 生命環境科学研究科 構造生物科学専攻
演題： 　貝殻のかたちの進化と発生
貝殻は軟体動物の持つ，顕著で重要な特徴である．貝殻の形態は，軟体動物の各系統で様々な進化を遂げた．こうした形態の進化は，必ずその形態を作り出すための発生機構の進化に伴って起きているはずである．まず，軟体動物門の系統関係について簡単にふれたあと，軟体動物の貝殻形成に関わる発生学的知見について概説する．その後，筆者らの研究を例にとり，二枚貝の二枚の殻が進化してきた背景にどのような発生学的機構の変化があったのか，という問題に関して明らかになってきたことを紹介してしめくくる．
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